




















































{皮は iJßの 1 1-1 tこ倒れたまま動かず，冬の|坊が似のi好íJじの同にさしこむ.












うのでしょう'7 (Que resterait-ilりという悲痛な叫びは， 悪魔との争いに破






































<1. 風景， 日輪，聖者の小屋，聖アントワヌの風貌.山. -ll. 七大罪
の幻影. -]I.科学. -lV.異端教関祖. -v. 神々. -Vr.形而上学的
誘惑，悪魔. -VII. 死. -\1111. 死と淫蕩，虚無と生. -lX. スフィンクス



























た. J と百-うのに対し， fr屯が残っているぞ! J と答えるイラリオン=忠魔.
次いで「変身」の場面へ移るわけであるが，このやりとりは前二稿では，結末

















あろう， )が， 彼はその論拠として， 作家の愛焼カロリーヌの語る証言を紹介
している 15}. それによれば，彼女自身フローベー Jレがこの|断片を朗読するのを
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